
外交 Vol.66 Mar./Apr. 2021 24

—
—

感
染
症
を
め
ぐ
る
国
際
協
力
態
勢
の
構
築
に
長
年
取
り
組
ま

れ
た
お
立
場
か
ら
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
）
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
ど
う
ご
覧
に
な
り
ま
す
か
。

田
代　
「
つ
い
に
来
る
も
の
が
来
た
か
」
と
い
う
感
じ
で
す
。
地
球

の
人
口
が
増
加
し
、
交
通
の
発
達
で
距
離
が
縮
小
す
る
。
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
危
機
は
大
き
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
対

抗
す
る
に
は
、
ま
ず
前
兆
を
と
ら
え
て
の
情
報
収
集
・
情
報
共
有
と

リ
ス
ク
評
価
、
迅
速
に
サ
ン
プ
ル
を
集
め
て
ウ
イ
ル
ス
の
特
定
と
性

状
解
析
、
治
療
薬
や
治
療
法
の
開
発
、
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
・
製
造
、

接
種
な
ど
予
防
対
策
、
計
画
的
な
公
衆
衛
生
上
の
対
応
、
さ
ら
に
社

会
・
経
済
政
策
な
ど
、
幅
広
い
領
域
で
の
対
応
を
迅
速
か
つ
適
切
に

行
う
こ
と
が
必
須
で
す
。
一
国
の
み
で
は
対
応
で
き
な
い
の
で
、
事

前
準
備
と
緊
急
対
応
、
さ
ら
に
回
復
過
程
に
関
す
る
国
際
協
力
の
取

り
組
み
が
過
去
二
〇
年
間
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回

は
こ
れ
ら
が
う
ま
く
働
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
て
も
残
念
で
す
。

中
断
し
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
国
際
協
調
の
動
き

田
代　

日
本
の
国
立
感
染
症
研
究
所
を
含
む
世
界
四
ヵ
所
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ

協
力
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、世
界
中
で
感
染
症
で
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
・

解
析
・
予
測
を
行
う
体
制
が
ほ
ぼ
整
っ
た
の
は
一
九
〇
〇
年
代
末
の

こ
と
で
、
私
も
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
株
選
定
や
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
な
ど
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
を
中
心
と
し
た
国
際
的
な
協
力
態
勢

構
築
が
模
索
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
九
七
年
五
月
、
香
港
に
お
け
る
強

国
立
感
染
症
研
究
所
名
誉
所
員

田
代
眞
人

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
で

培
わ
れ
て
き
た
国
際
協
調
態
勢
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
な
ぜ
機
能
し
な
か
っ
た
の
か
。

た
し
ろ　

ま
さ
と　
一
九
四
八
年
生
ま
れ
、
東

北
大
学
医
学
部
卒
。
医
学
博
士
。
自
治
医

科
大
学
助
教
授
、
国
立
感
染
症
研
究
所
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、

W
H
O
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
協
力
セ
ン
タ
ー
長
、

国
際
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
学
会
理
事
を
歴
任
、
一

貫
し
て
感
染
症
対
策
の
最
前
線
に
立
っ
た
。

感
染
症
専
門
家
に
聞
く

正
し
い
リ
ス
ク
評
価
と

公
平
な
ワ
ク
チ
ン
分
配
を

—
—

国
際
協
力
態
勢
を
再
構
築
で
き
る
か

聞
き
手
・
本
誌
編
集
部
　
髙
瀬
文
人
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毒
型
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｈ
５
Ｎ
１
型
の
流
行
で
し
た
。
死
亡
し
た

患
者
の
検
体
が
米
・
疾
病
予
防
管
理
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
と
オ
ラ

ン
ダ
の
研
究
機
関
に
送
ら
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
が
ウ
イ
ル
ス
を
同
定
し
ま

し
た
。
こ
の
と
き
香
港
特
別
行
政
区
初
代
衛
生
ト
ッ
プ
の
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
・
チ
ャ
ン
（
の
ち
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
事
務
局
長
）
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
で
、
鳥
市
場
の
閉
鎖
と
香
港
全
域
の
家
禽
（
鶏
・
家
鴨
な
ど
）
の

殺
処
分
、
中
国
本
土
か
ら
の
鳥
の
輸
入
禁
止
な
ど
矢
継
ぎ
早
に
手
を

打
っ
て
、
鳥
の
感
染
拡
大
と
ヒ
ト
へ
の
感
染
伝
播
を
食
い
止
め
ま
し

た
。
こ
れ
に
は
米
国
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
大
き
な
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
二
年
晩
秋
に
広
東
省
に
出
現
し
た
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候

群
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
で
は
、
翌
年
二
月
に
香
港
の
ホ
テ
ル
に
逗
留
し
た

感
染
者
か
ら
他
の
宿
泊
客
に
広
が
り
、
さ
ら
に
彼
ら
が
ベ
ト
ナ
ム
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
台
湾
な
ど
に
散
っ
て
、
各

地
で
流
行
が
広
が
り
ま
し
た
。
ハ
ノ
イ
で
の
最
初
の
院
内
感
染
に
直

面
し
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ
ハ
ノ
イ
事
務
所
の
カ
ル
ロ
・
ウ
ル
バ
ー
ニ
医
師
が
調

査
と
原
因
究
明
を
行
い
、「
病
原
体
不
明
の
、
致
死
率
の
高
い
不
思

議
な
肺
炎
が
流
行
し
て
い
る
」
と
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
報
告
（
ウ
ル
バ
ー
ニ
医

師
は
自
ら
も
感
染
し
て
死
亡
）。
こ
の
重
要
情
報
に
基
づ
い
て
、
各

国
共
同
し
て
の
封
じ
込
め
作
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

加
え
て
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
国
際
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
各
研
究
機
関

に
よ
る
解
析
結
果
が
即
日
共
有
さ
れ
、
私
も
毎
晩
電
話
と
フ
ァ
ッ
ク

ス
を
か
け
ま
く
っ
て
研
究
情
報
を
世
界
中
と
共
有
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
三
月
初
め
に
は
、
香
港
で
分
離
さ
れ
た
新
型
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
病
因
で
あ
る
と
同
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
基
づ
き
診
断
方

法
が
開
発
さ
れ
、
世
界
中
で
感
染
者
の
診
断
と
隔
離
が
着
実
に
進
め

ら
れ
た
結
果
、
初
夏
に
は
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
流
行
は
終
息
。
幸
い
冬
を
迎

え
る
南
半
球
へ
の
拡
散
は
な
く
、
次
の
冬
の
流
行
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
治
療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
が
存
在
せ
ず
と
も
、
封
じ
込
め
に
成
功

し
た
大
き
な
理
由
は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
で
は
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
も
症

状
を
示
さ
な
い
不
顕
性
感
染
が
な
か
っ
た
こ
と
、
発
熱
や
肺
炎
な
ど

の
症
状
が
出
現
し
た
数
日
後
か
ら
ウ
イ
ル
ス
を
排
泄
し
て
感
染
源
と

な
る
こ
と
に
あ
り
、
発
症
者
を
見
つ
け
て
か
ら
隔
離
す
れ
ば
感
染
拡

大
を
防
げ
た
か
ら
で
、
そ
れ
が
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
）
と
の
決
定
的
な
違
い
で
し
た
。

　

一
方
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
で
大
き
な
健
康
被
害
と
社
会
・
経
済
損
失
を
受

け
た
中
国
は
、
国
内
の
感
染
流
行
動
向
調
査
（
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
）

態
勢
の
不
備
と
、
国
際
的
情
報
共
有
と
初
期
対
応
が
不
適
切
と
の
世

界
か
ら
の
批
判
を
受
け
入
れ
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
含
む
感
染
症
政

策
を
一
新
し
て
真
面
目
に
対
応
し
ま
し
た
。
欧
米
の
シ
ス
テ
ム
に
な

ら
っ
た
態
勢
づ
く
り
に
は
米
Ｃ
Ｄ
Ｃ
が
人
材
教
育
に
協
力
し
、
加
え

て
北
京
に
出
張
所
を
作
っ
て
感
染
症
監
視
対
応
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
・
運
営
に
も
参
画
し
ま
し
た
。
ま
た
各
国
も
広
範
囲
の
基
礎
研
究
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や
ワ
ク
チ
ン
・
医
薬
品
の
開
発
・
製
造
な
ど
、
中
国
で
の
感
染
症
危

機
対
応
管
理
態
勢
の
底
上
げ
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
に
続
き
、
二
〇
〇
三
年
末
か
ら
中
国
南
部
で
強
毒
性
Ｈ

５
Ｎ
１
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
再
出
現
し
て
流
行
し
、東
南
ア
ジ
ア
・

日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
か
ら
南
シ
ベ
リ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北
ア
フ

リ
カ
へ
拡
散
し
ま
し
た
。
流
行
地
域
で
は
致
死
率
六
〇
％
も
の
重
篤

な
感
染
患
者
の
発
生
が
毎
年
繰
り
返
さ
れ
、
強
毒
性
の
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
出
現
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
時
も
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
中
心
と
な
り
、
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
に
よ
る
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
へ
の
事
前
準
備
と
緊
急
対
応
、
さ
ら
に
回
復
過
程
に
関
す
る

国
際
協
力
態
勢
の
確
立
が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
も
積
極
的
に
国

際
協
力
を
行
い
、
そ
の
都
度
リ
ス
ク
評
価
や
診
断
体
制
、
衛
生
環
境

の
整
備
や
情
報
交
換
を
重
ね
て
、
国
際
的
に
も
中
心
的
な
役
割
を
果

た
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

一
四
年
か
ら
中
国
で
新
た
な
Ｈ
７
Ｎ
９
型
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

流
行
し
、
毎
冬
致
死
率
三
〇
％
の
感
染
患
者
が
出
た
際
に
は
、
中
国

は
流
行
動
向
の
監
視
を
続
け
、
全
て
の
重
要
情
報
を
直
ち
に
世
界
に

発
信
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
米
Ｃ
Ｄ
Ｃ
な
ど
に
よ
る
リ
ス
ク

評
価
が
な
さ
れ
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
警
告
も
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
応
に
関
す
る
国
際
協
力
態
勢
は
う
ま
く
機

能
し
、
米
中
関
係
も
順
調
で
し
た
。

「
自
国
中
心
主
義
」
が
招
い
た
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

—
—

な
ぜ
今
回
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
を
司
令
塔
と
し
た
国
際
協
調
態
勢
が
働

か
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

田
代　

二
〇
〇
九
年
の
ブ
タ
由
来
の
Ｈ
１
Ｎ
１
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
流
行
の
際
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
チ
ャ
ン
事
務
局
長
時
代
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ

を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
実
行
し
た
の
で
す
が
、
結
局
Ｈ
５
Ｎ

１
の
よ
う
な
強
毒
性
で
な
か
っ
た
た
め
に
、「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策

は
無
駄
遣
い
だ
」
と
い
う
声
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
広
が
り
、
ブ

レ
ー
キ
が
か
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
一
つ
の
要
因
で
す
。

　

一
方
、
中
国
は
こ
の
後
も
、「
二
度
と
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
苦
し
み
を
経

験
し
た
く
な
い
」
と
態
勢
づ
く
り
を
進
め
、
北
京
の
中
国
Ｃ
Ｄ
Ｃ
が

世
界
五
番
目
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
協
力
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
教
訓
を
生
か
し
た
台
湾
と
一
四
年
の

中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）
流
行
を
経
験
し
た
韓
国
は
、
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
に
力
を
入
れ
た
蓄
積
が
生
き
て
、
今
回
の
新
型
コ

ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
何
と
か
抑
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

協
力
態
勢
崩
壊
の
最
も
大
き
な
原
因
は
、
自
国
中
心
主
義
の
高
ま

り
だ
と
思
い
ま
す
。
二
〇
一
〇
年
代
後
半
か
ら
、英
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
周
辺
諸
国
ブ
ロ
ッ
ク
化
が
あ
り
、
何
よ
り
米
ト
ラ
ン

プ
政
権
に
よ
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
脱
退
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヘ
ル
ス
へ
の
後
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ろ
向
き
な
態
度
が
、
国
際
協
調
の
気
運
を
削
ぎ
ま
し
た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は

国
連
と
違
っ
て
拒
否
権
を
持
つ
常
任
理
事
国
は
お
ら
ず
、
加
盟
す
る

一
九
四
の
国
と
地
域
が
一
票
ず
つ
持
ち
ま
す
。
最
大
拠
出
国
で
あ
る

ア
メ
リ
カ
は
、
そ
れ
が
不
満
で
脱
退
し
た
ふ
し
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
中
国
に
は
「
実
力
を
つ
け
た
」
と
い
う
自
信
が
つ
い
て
き

て
「
も
は
や
国
際
社
会
の
サ
ポ
ー
ト
は
い
ら
な
い
」
と
主
張
し
始
め
、

さ
ら
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
医
薬
品
・
医
療
資
材
の
提
供
を
途
上

国
へ
の
影
響
力
強
化
の
政
治
手
段
に
し
て
い
る
と
の
評
価
も
あ
り
ま

す
。
双
方
が
鞘
当
て
状
態
に
陥
り
、
米
中
関
係
の
悪
化
で
国
際
的
協

調
体
制
は
崩
壊
し
ま
す
。
一
九
年
七
月
、
ア
メ
リ
カ
は
在
北
京
Ｃ
Ｄ

Ｃ
支
局
を
閉
鎖
し
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
も
ほ
と
ん
ど
解
雇
さ
れ
て
機
能

停
止
し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
が
武
漢
で
確
認
さ
れ
た
の
は
そ

の
す
ぐ
後
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
一
〇
～
一
一
月
頃
、
武
漢
で
の
兆
候

を
示
す
情
報
は
あ
り
ま
し
た
。
も
し
、
国
際
的
協
調
態
勢
が
機
能
し

て
い
れ
ば
す
ぐ
に
キ
ャ
ッ
チ
さ
れ
、
米
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
専
門
チ
ー
ム
が
現

地
に
入
っ
て
中
国
側
と
の
積
極
的
な
共
同
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
は

ず
で
す
。
仮
に
そ
う
な
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
推
移
は
異
な
る
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

国
際
的
枠
組
み
で
公
平
な
ワ
ク
チ
ン
流
通
を

—
—

ワ
ク
チ
ン
の
製
造
と
分
配
が
世
界
的
な
課
題
と
い
え
ま
す
。

田
代　

た
い
へ
ん
大
き
な
問
題
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
は
開
発
・
製
造
・

接
種
の
プ
ロ
セ
ス
が
有
効
か
つ
安
全
で
あ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た

め
に
人
的
・
物
的
資
源
を
大
量
に
投
入
す
る
の
で
、
当
然
、
先
進
国

有
利
の
状
況
に
な
り
ま
す
。

　

か
つ
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
分
配
に
つ
い
て
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ケ
ニ
ア
な
ど
途
上
国
か
ら
の
猛
抗
議
が
あ
り

ま
し
た
。「
わ
れ
わ
れ
は
手
弁
当
で
一
生
懸
命
ウ
イ
ル
ス
株
を
集
め

て
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
提
供
し
て
い
る
の
に
、
欧
米
の
製
薬
会
社
は
そ
れ
を
タ

ダ
で
貰
っ
て
わ
れ
わ
れ
に
高
い
ワ
ク
チ
ン
を
売
り
つ
け
る
。
し
か
も

後
回
し
。
こ
ん
な
理
不
尽
な
こ
と
は
な
い
」
と
。

　

そ
こ
で
二
〇
一
一
年
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
「
Ｐ
Ｉ
Ｐ
（Pandem

ic 
Influenza Preparedness

）
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
が
作
ら
れ
ま
し

た
。
先
進
国
や
ワ
ク
チ
ン
メ
ー
カ
ー
が
季
節
性
ワ
ク
チ
ン
に
関
連
す

る
収
益
な
ど
の
一
部
を
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
拠
出
し
、
こ
れ
ら
を
プ
ー
ル
し
て

途
上
国
で
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
準
備
に
使
用
し
、
ま
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

の
際
に
は
ワ
ク
チ
ン
を
プ
ー
ル
し
て
途
上
国
に
も
公
平
・
平
等
に
供

給
す
る
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
シ
ス
テ
ム
を
作
り
ま
し
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ-
19
ワ
ク
チ
ン
に
お
い
て
も
「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｘ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
」

が
、
共
同
購
入
の
仕
組
み
と
し
て
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

—
—

自
国
優
先
主
義
で
は
弱
者
に
し
わ
よ
せ
が
行
く
の
で
す
ね
。

田
代　

当
然
、
各
国
の
国
内
事
情
と
し
て
は
「
と
に
か
く
ワ
ク
チ
ン
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を
集
め
た
い
」
と
い
う
動
機
が
強
く
働
き
ま
す
。
ど
ん
な
手
を
使
っ

て
で
も
手
に
入
れ
ろ
、
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
る
も
の
で

す
。
日
本
も
か
つ
て
世
界
中
の
ワ
ク
チ
ン
を
買
い
あ
さ
っ
た
こ
と
が

あ
り
、「
Ｐ
Ｉ
Ｐ
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
ポ
リ
シ
ー
に
も
と
る
、
今
後

信
用
で
き
な
い
」
と
ま
で
批
判
さ
れ
た
苦
い
経
験
が
あ
り
ま
す
。

常
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
、
公
平
な
リ
ス
ク
評
価
を

—
—

日
本
の
課
題
は
ど
こ
に
あ
る
と
お
考
え
で
す
か
。

田
代　

自
国
の
態
勢
が
整
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
他
国
を
支
援
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
希
望
的
観
測
を
排
し
た
適
切
な
リ
ス
ク
評
価
と

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
い
た
行
動
が
必
要
で
、「
長
期
に
わ
た

る
戦
力
の
逐
次
投
入
」
は
悪
手
で
す
。
日
本
に
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ

の
事
前
準
備
と
緊
急
対
応
へ
の
法
的
基
盤
を
目
的
と
し
た
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
が
す
で
に
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
く

具
体
的
な
政
府
行
動
計
画
が
存
在
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
準
備
不

足
で
あ
り
、
緊
急
対
応
が
遅
れ
た
の
は
悔
や
ま
れ
ま
す
。

　

世
界
中
で
ど
ん
な
異
変
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
常
に
ア
ン
テ
ナ

を
高
く
張
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
二
年
末

の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
出
現
の
際
に
は
「
広
東
省
の
街
で
、
変
な
肺
炎
が
流
行

し
て
人
が
死
ん
で
い
る
よ
う
だ
」「
街
の
人
た
ち
が
、
肺
炎
に
効
く

か
ら
と
酢
を
買
い
求
め
て
蒸
気
に
し
て
吸
っ
て
い
る
」
と
い
う
情
報

が
現
地
の
在
外
公
館
か
ら
も
た
ら
さ
れ
、
異
変
を
知
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
情
報
の
ほ
と
ん
ど
は
ガ
セ
ネ
タ
で
す
が
、

そ
の
中
に
あ
る
大
切
な
情
報
を
つ
か
ん
で
裏
を
取
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
を
機
能
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

実
は
最
近
、
新
型
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
陰
で
、
Ｈ
５
Ｎ
１

型
や
Ｈ
７
Ｎ
９
型
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
話
題
に
上
る
こ
と
が
と
て

も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
中
国
が
一
七
年
の
暮
れ
、
全
て
の
家
禽

に
直
接
、
Ｈ
５
Ｎ
１
と
Ｈ
７
Ｎ
９
型
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
大
規

模
な
策
に
打
っ
て
出
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
ヒ
ト
へ
の
感
染
源
で
あ

る
家
禽
に
直
接
ワ
ク
チ
ン
接
種
し
て
流
行
を
抑
え
よ
う
と
い
う
も
の

で
、
撲
滅
ま
で
に
は
至
ら
ず
安
心
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
は
下
が
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
上
意
下
達
が
絶
対
の
共
産
主
義
体
制
だ
か
ら
で
き
る
こ

と
と
言
え
ま
す
が
、
中
国
は
リ
ス
ク
評
価
を
し
っ
か
り
行
っ
た
上
で

や
る
こ
と
は
や
っ
て
お
り
、
首
尾
は
一
貫
し
て
い
ま
す
。

　

危
機
に
対
し
て
は
あ
く
ま
で
適
正
に
リ
ス
ク
を
評
価
し
、
抜
本
的

対
策
を
取
る
こ
と
で
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
い
く
べ
き
で

し
ょ
う
。
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
大
き
な
感
染
症
の
後
に
は
、
中
世
の

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
よ
う
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
必
ず
起
き
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
つ
か
め
る
か
ど
う
か
に
も
関
わ
る
、
大
切
な
ポ
イ
ン
ト

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
●




